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時の言葉 新教育制度による建築数育

六・三 - z ・四・( 小皐枝一中壇校一高校一大串) なる新教育制は既に寅施されている

が、これ等の卒業生が社曾 lニ出るのは中母校が昭和24年3月から、高校が25年3月、大愚! ま

28年 3 月からとなっている。ところでこの畢校教育組織の如何なる段階に於いτ 建築教育

が行はれるかというと、中皐校では農、工、商、家庭などの全般について僅かな職業指導

が行 iまれ、高校では工業高等皐授の三ヶ年で、大皐の工皐部では後半のニヶ年の問で行は

れるのである。

従って、以前の制度に比べると時間教的にみて、高校は工業皐校の約8 0 %、大皐で7 0 %

位いとなるであろう。己れでは確かに技術的の修練に於いて以前程度に達することは困難

かも知れない。

さて内容の問題であるが、 ζ L でいう高校[ 土中堅の賓際的な建築技術者を養成し、大串

は技術の指導的地位に立つもの L 養成が目的とされている。してみると工業高等皐校の建

築技術数育はどうも不足する感がある。そうかといって、己の年限を延ばすことは新制度

敬育の根本的な瞳形を〈ずす ζ とじなって来る。己与に於いて持家l己残された問題lま大き

な意味でニつになりはしないか。

即ち、中皐を卒業して直ち i己就職する 70，..... 80%の者に知何に育て L 職能人とするか、&

ぴ大事に進み得ない約80%. の高校卒業生にもっと確リとした技術的基礎を奥えるには知何

にすべきか。

何れの場合も、己れ等の卒業生を就職先の職場で補充教育が出来れば問題はないが、こ

れも現下の工業界では望み得ないかも知れぬ。とすれば結局は皐校種形のま L で、中皐、

高校の卒業生に釘し就職準備的! こ短期の技術教育を施さなければなるま L ¥o

この目的のため! こ中華卒業生が約六ヶ月~一年程度の養成機閣に牧容し得るようにし、

高校卒業生には短期の専門大串( ニヶ年程度) に設けることが考えられてよいと思う。

併 L こ与に最も注意すべき事l士、新敬育制度巳於いては草に技術とか職業とかの狭い量

見で人聞を律するのでな〈、全人間的 lニ正しい敬育の在り方を知何にすべきかが取り上げ

られている事である。従って我々の望むと ζ ろは、斯《の知き基本の上に立って、更16:建

築技術的な能力の補充を行いたい事である。
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! 照明三 段切 検 トス。 天井ハメタルラ

ヌ 張 リ プ ラ ス タ ー 仕 上 ゲ、 黒色ラッ
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二階ホール
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本建物( 士元心務概キャバレー 大和尽なりしもの

を今回ナイトグラブ 、シス コに己主迭したるもの

で 、 ］ ｴ 股 ｬ 士銀 ＡｉＡ ｊ コング リー ト 主主三 階建 、 ｾｈｧ ［ｪ尽 Ｚ

木謹二階建にし て一 、 二階のみ弘主 ｴ なし 、 三 ｾｻＱ

ば在来通りにて、ナ イトグ ラブ}こは使用せず。
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昭 和 24 年 1 月 12 日

昭 和 24 年 9 月 30 目
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1 階 296. ojiJi 2 階 283坪 合計 579・5jiJi

ホール 階下廊下 テラゾプロヅグ J l i 鎗目地切仕上
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庇囚柁 JFN廻り 双事! l ; t守宅資 内部ホ戸' J . . テラゾア' ロック貼役員室、磁接室

壁 紙 貼 其 他 白 色 漆 喰 仕 上

庇友蜜庫銀筋ョ ＡＯｾＹＭｲ ，フラットループ小屋木造洋式トラス赤色フ

ν ゾチ瓦王手 勾西e4寸5分

男

正

男

時
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口

田

口

片

付

片 小 称 邦 雄

設計者のことば

醤ピルは最初の計貨でほ織筋ヨノグリートヨE階建と

する預定で設計に着手したのでありますが、活時の客

観伏勢がそれを許さず、木議二階建に鍵更されたもの

であります。

E設地11原爆に依り灰盤と化した元軍用地で都市計3置

にJ : る40米電車路に箇し、電車、貸鳥開行、巴愛関符

宇品行の分岐喜誌に位し、 E母島市のピジキスセ γ F ーを

殻定されている所であります。

木造とは云ぇ、アトム・ヒロシマ復興のさきがけと

して建築する建物でありますので、出来得る限り耐震

耐火の面を考査し醤慮、便所、階段廻り、防火盤底等

中央主要部分を餓窃ヨ Y グロートとし左右に木滋をm

L た構惑にして、大梁は総て鍛骨梨構、 E 国大庇はス

パ〆 14!)快の鎖骨銀鱗ヨ〆グリートとなっています。

設計及施工に際しては附平野工事は勿論、細部にわた

るまでー限態築家のアイデアで統一するととに苦心致

しました。そのｾ国国はスケッチを加えると現溺で約

150枚位おきました。

竣工して見て未だ物足らない箇所が多〈ありますが

一般て事関係者一同の御協力を得て、私の恩湿りのも

のが出来た窃を喜んでいます。管機の御批剣lを仰ぎま

す。 1949 ・0 ・29 ( 片ロE幸男)
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盟

国F
語。 改 草 と

日本民主化の根本策として、飲鞍後直ちに採り

ムげられた著書制改革の全貌は、海〈今日に至つで

ほぼ明かにされに。そのうち新制の小事校、中皐

校、高等皐校及ぴ大串は既に賓施され、短期大事

及び大皐院は誼〈設置されるであろう。私はこの

事制改革の渦中に置かれた一員としての経験から

特に新事制に於ける建築皐科について、些か解説

主意見を述べ? こいと思う。

新皐制による専門毅育は高等翠校から拍る。即

ち皐校毅育法は、その第.35僚に中事校は中等普通

毅育を施すことを目的色するとして居り、高等感

校に至って初めて第41僚 に よ れ 高 等 普 通 毅 育 を

主とする皐校主専門務脊を主とする撃校の区別ｾ

設けている。建築皐科はここで初めて姿を現わす

のである。

その撃を科内容は皐習指導要領によって示されて

いる。建築科について克れば、 3 年聞を通じて、

賓脅34翠f攻、関係護士科( 建築尊門科目及び致事、

物理、化事等) 37草枕、普通毅科( 薗誇、紅合、

腫育) 23草佼が必修 e ｾれ、別に土木、機械、電

気放は普通験科を含む濯揮教科が 8 単位以上23車

位設りられている. 但し 1 単位幻ま毎週 1 時間、

1 年 間 ( 35週〉の授業である。

次に新制犬皐は、高喜校毅育法第52僚により、い

わゆる「泉の濫奥を究める」ことを大皐院に譲

り、職業毅育的使命を明かにして居る。その代

り、従来の犬事或いは専門皐校主具る大きな特色

は、教養科目が著し〈意んぜられているこ k であ

る。大撃の毅科内容は大塵基準によって定められ

ているのであるが、ぞれはきたの通りである。

先す・大事に於げるすべての科目は毅養科目と専

門科目に分fこれる。毅養科目については、理科系

の大事では戎に示す 3 つの系列に'亘って夫キ 3 科

目以上合計12科目以上の授業を必す・用意しなりれ

12 

建 築 皐 科

白 石 1事

ばならない。

人文科書喜関係 哲率、倫理華、心理率、世舎事

宗毅喜善、政育率、歴史率、人大

地理著書、人類泉、文豪、外国語

駐舎科皐関係法率、政治撃、経済事、心理謬

人類率、駿育事、歴史率、世合

皐、統計、家政事

自然科事関係数事、統計率、物理筆、天文皐

化事、地事、生物著書、心理署喜、

人類率、天文著書、家政事

前者紫、美術等情操毅育に役立つ科目t ; これに

加えることが希まれて居る。

そして畢生は、理科系犬謬の場合では、以上の

3 系列に亘って夫々 2 科目以上合計 9 科目以ょを

履修し合計36皐位以上を取得しなければならな

い。 ie.し外国語科目は必すe そのうちに含んでいな

げればならない。術大皐に於げる :IiLイ立は、講義は

毎 週 1 時聞を以て、数皐等の演習は毎週 2 時聞を

以て‘ 質殿、資習及び製圃等は毎週 3 時聞を以て

15週( 今年間〉で 1箪位に計算する。百の科目を

何皐{ l 7 . とするかは各大串の自由である。

専門科自については 、理科系大撃の場合には、

さを科回数も 1 科目の箪イ立散にも制限はなし各大

撃の自由ぞあるが、出来る限り多〈の科目を用意

して泉生に撰擦の自由を奥えなければならない。

そして皐生は卒業論文又は本業計撃を含め専門科

目で 84Jj1f'立以上を取得しなりればならないとされ

ている。即ち教養科目と専門科目に於げる最低要

求翠[ 立教の比は、貨に 1 :  2 となり如何に大事が

毅養を重んじて居るかが到るのである。

では新市! 大撃の建築泉科はさ' の様な内容をもつ

か。 それ は大皐基準協舎が認める限り各大事の自

由なのだから、続投することは困雑だが、多〈の

新制大事ではE重大墜と大差ない科目を並べている



わせると上の穣な結論になるのではないだろう

か。そしてこの程度の技術者としては、この制度

で支障はないのではなかろうか。勿論更に精澱Tよ

程度を希む場合には専攻科を設げることが可能と

されて居る。然しその必要は殆さ' あるまい。

新術! 大事卒業生の暴力は、その卒業までの年撒

及び大事の毅科内容から去って、専門科目につい

ては奮犬事よ b若手低〈なる仇も知れない。黙し

従来事門事校卒業生でも大皐卒業生でも審会ちに

貧弱であった教養は豊かになち、偏狭な人物は少

〈なることが期待される。そしてこの事こそは今

度の皐制改革の一番大きな結果となるであろう。

大泉卒業生は枇舎に於げる指導者となることが期

待される入キである。それらの人身は専門家であ

る前に先す・毅養人でなげればならない。私はこの

貼の改革には金〈賛成する。特に建築設計の如〈

豊かな滋養がなければ不可能と云つでもよい方面

では、専門的立場からも向上が見られると思う。

短期大皐では、それが上越した趣旨の遁 bに行

はれたならば、従来の臼本の獣育で等閑聞き.れ fこ

特殊な専門家の養成に有効な機関になるであろ

う。警戒しなければならないことは、 4 年常J j 大泉

設置が認可きれなかった専門皐校等に於て、 7こだ

4 年制をそのまま 2 年に短めた様な短期大撃が作

られそうな無配である。それでは鈴ちに意味が薄

い中主主牟端なものになってしまう。

穣である。

短期大事については、最近その器本が明かにさ

れたばかりである。修業年限は 2 年で高等事校卒

業生を入撃させる。議士科内容はやはり政養科目色

専門科目に分? これ、夫キについて皐生の取得すべ

き最低要求思位散は 1 :  2 の比率になっている.

つまり短期大事は高等感校と大事との中間程度な

のであるが、特に注意しなりればならないこと

は、短期大事は 4 年制大撃を単に年限を短〈し程

度を下げたものではなしその撃科の設げ方に於

て大著書に於げる場合より皐生の専攻する分野を狭

〈する様に湾えられていることである。具鵠的に

例示すれば、患なる土木科や建築科を設りるので

なし測量謬科とか建築設備皐科とか家具科等の

如くすべきであろう。つまり大撃は engi neer を

、短期大事は f or emanを、高等感校は wor k man

を養成するのである。

大喜E院ではもはや毅養皐は存しない。大事卒業

生が更に進んでその専門の分野に於げる深奥を究

めるのである。従来の大泉院と相遣する賂は、新

制大皐院には一定の課程が設けられ、その修了が

認定されることでめる。

以上が建築皐科の存する範囲の新率制の概間で

あるが、これを蓄率制とその程度を比較すればさ'

うであるか。

新制の大事院はま? ゴ褒足していないが、宮大事

院に比し大いに蹟張戸れる筈である。警備! 大撃の

多〈は新大事院を設置し、相官多数の謬生を牧容

することになると思われる。従来は極〈少数者し

か進まなかった大事院に今後は相嘗多数の畢生が

進撃することが期待される。或る人は新制大事の

先す・工業高等著書校に於げる建築科は、ぞの程度

が奮工業製校より多少向上する佼ではなかろう

か。小泉校から工業高等皐校卒業迄の年撒を通算

すれば 1 年の延長になる。黙し建築の専門科目を

習得する! 年教は- f ! 1 l t 5 年から 3 年に減じ? このであ

る。勿愉奮工業事校で右入率嘗初からすぐ専門科

目に取りかかることはしなかっ f二。 fごから考え合

最高級陶器製紬襲掛屋根克
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設置を以て白木の毅育水準は低下した主云う。然

し新制大撃が箆分専門的立場からすれば奮制大皐

より程度が低いとしても、 大皐院の撮置によって

日本の皐術的水準は tr しろ進歩する筈であり、又

そうしなりればならない。

では新制度の運替は滅足に行われて居るであろ

うか。そこには箆多の問題が存して居る。

先すも政育費の不足が皐げられる。各方面 I了金詰

りの聖書は高いが、皐校程ひ乞い所は少い様であ

る。理想、の賓現ぎころか、最低限度を割ってい

る。殿災校は建物すらイ中キ復奮しない。非職災校

では設備は大昔のままでしかも牟嬢れになってい

るのが多い。更に大事規準に、毅夜、助毅授、助

手はその精力と時聞を他の職業に割〈ことな〈そ

の家族を支える遁嘗な俸給を奥えなげればならな

いと書いである所を説む皮に私達は管笑するよ b

外ない。現放は貧民の生活に甘んす・るか、ｾもな

〈ぱ内職に努めるかである。

特に大率の建築事科は問題が多い。由来日本の

大泉の建築科ほ工事部内にあり同一事生に構遁も

段計も毅育して来? こ。ぞれにも相官の理由はある

であろうが、諸外闘では設計 k 構誼は分離されて

いる。工準部の中にあるのは建築構造科で、設計

は工事部から猫立し? こ建築撃部になっているとこ

ろが多い。設計と構造が同じ建築に関することで

あっても、相嘗に立場が遣うことは云う迄もある

まt 、。訟は新制大皐設置の経好の機舎に、建築皐

部の猫立は目本では困難であるとしても、せめて

構謹と設計の分離は変現せねばならぬと思つに。

それが賞現し? こ大謬もある様化が、一般には絵り

問題にされなかったらしいのは蔑念に恩われる。

更に建築皐科の性質上、美事、美術史、総書賓

管 業 j 日本浪型スレー

ロ

ロロ

E  

習、彫塑質管fよf は相営重んぜちれ・なければなら

ない 。従来は外国の例に比較すれば、日本: の事授

ではヱ率的意識からか趨〈見られていた。この慰

今日も術改革は竣苦れて居るのではいな? ゴろう

か。

叉建築設計に関しては、丁度総書、彫刻、音紫

等の如〈に作家駿授とも云う可き人を迎えなげれ

ばならない。自ら設計の経験なくして唯他人の作

品そ批評する皐者も必要であろうが、同時に設計

の鰭験を通じて政授する入がなければならない。

その様な建築家ｾ大事は迎えている ｴｾ ろうか。私

は今日産の日本の大惑から優秀な建築家の生れる

ことの後 bに少なかった薫要な原因の一つは此所

にあると ，恩 う。建築設計の教授を任命するのに著

書や論文で決めてはならない。建築家はその作品

を以て到断きれなげればならない。

問時に政授が筒頭に進出してー笈際に建築設計を

行うことは奨即されてこそ然るべきで、非難する

のは首らない。これを離す・る人は、ぞれでは雪襲

撃校の数授に演奏合出潰を禁じ、美術皐校級授に

展質合出品を禁じ、器準部被授に隠l 床を禁す' ぺき

ｲｾ＠ e恩、っているのであろうか。世間にも、大事内

部にも、まに設計を挽営する毅授自身の中にも、

今日前この鮪の骸解があるように思われる。

叉大事に於げる修来年限は建築設計を専攻する

者には不足の様である 。設計にはヲミ分 t 共に長い

{ 修練が必要である。現在の如〈建築に闘する橡備

知識も終験もない者を入皐きせるならば、アメリ

カの多〈の例の如〈大塁警は少〈とも 5 年を必要と

するであろう。そして吏'に大翠院に於ける 2 年或

は 3 年の修練が必要である。アメリカでは各分lの

法律で主任建築家 t して設計及び施工の責任者と

| 昏業屍電語 語 版 的 三 三 日 : 玉 三 晃 夫 ?  i 管業所大阪市西淀川区す船東二丁目二三番地

京|ヱ磁室主型望書号官主云で平等 大 阪 ; 東 工 場 開 淀 川 I @0888 ・186!l・ 1908 番

仙|管 業 所 仙 台 市 中 国 町 惑 土 一 番 地 i 商工犠大阪市西淀川広畑町二丁目 一五四薄型

合 1工 場 電 話 中 間 一 豆 番 j  電 話 淀 川r @  1 0 8 1 ・1 0 8 2 沓
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なる者はマスタ戸の揖就をもっ者でなりればなら

ないとしているとこ与が多い。自主初1で は 修 業 年 限

が短い代りに入事前に経験を要求され、入率試験

に設計競技が謀せられる。この知日本では大翠専

攻科の制度なり大皐院なりが活用きれなりればな

らない。

再び一般問題に蹄るが、大撃の民主化は米 ｴｾ し

の感が深い。奮大撃は奮大皐な bに、専門泉校か

ら昇格したところでは未だに専門謬校的に、その

封建的な設を捨てようとしない。事校の運替が民

主化きれない限り、新率制は手撒をかげでfごりの

事になってしま ，う。息長も毅授も何故かそれを自

発しないらしい人が相嘗多い様に恩われる。

ガラスに依る屋根材の新創案

在来、穴窓の袋置としては笈多の種類がありましたが

何れも夫々の長所と快感を持っており. 就中. 最近著し

き需要を来している、波製スレート屋根の採光に街して

は幾多の狭訟がま露げられています。此の度編集部にょせ

られた変革専により室町創案の「波型ガラス」についてお知

らせしましょう。

「光り波製ガラス J li 波劃スレート屋根瓦屋根に使用

するのみならず、その隠用範囲はf中k 庚〈、温室、サン

ルーム、その明快美を誇る政治: 出来ます。

採 光 面 の 蟻 大 平面ガラスに比し、主主扶の山にl直射し

たる光線の複雑なる屈折により、その採光面の範囲は

慈し〈繍大されます。

車附の簡易、迅蓮在来の如〈外枠、滋等を要せず

直接母屋に取付ける第、極めて簡草に叉短時日に多 く

の面積を脇工し得. 工事の敏速を期する事が出来ます

強度の倍加 波紋を形成せる故、卒国ガラスも、耐医

カに於て約 8 倍以上の強さを有しその完全性を保持す

る事が出来ます。( 抗折試験成績249. 2kg) 卒板硝子

5 粍厚に比絞し 7 倍の強度を有す。

雨漏日破損の紹無施工は釘穴を要せ子、「特許J 特

種止め金兵により取付けるお、建物の動媛、底堅によ

め破舗の危険な〈、如何なる豪雨に於ても波紋の谷簡

を沈下する得、雨漏の柁蔓は絶箆にありませゐ。

外 視 の 優 美 屋浪商と同形のガラスヵ: 等しき波朕をな

して逮紫し、光りがそれにあたって、明快なる反射を

毅襲撃軽闘の祭持も相嘗にあるらしL 、。それで

は や は ち 新 事 制 改 無 意 味 に な っ て し ま う の で あ

。。

私 は 描 去 1 年字程の問、勤務して居る皐校の大

準設置問題に殆さ波頭を富余儀なくされ? こい。幸に

建築設計を目的とする著書科を設置し、建築は、建

築構遁、建築計壷、建築意匠の 4 講座の外に、美

率、美術史、工翠著書の講座を設け、著名な建築家

として活躍中の人をも迎え、設計のアトリエを 2

つ作って翠生はその何れかに属することとするこ

と が 出 来 た 。 黙 し 倫 な す べ き 事 は 多 々 あ ふ 又 云

い度い事志望事山ある。

( 筆者・京都工蕊繊維大祭ヱ盛事部建築工畿科助数疫)

なし明朗優美なる外取を見るZ震が出来ます。 Eまに四面

の鹿 ｾｉ￬ 雨水と共に一掃される等、後多特長あるに比

し: z p ; 面に附廊する塵撲は固まりて凸起し、いつまでも

重量る等麗 k 鰹E設する所です。

室 内 の 好 感 彊 並立朕により屈折されたる光館は蹴散し

柔らかな光りを室内に投げ舷惑を起させる事な〈、作

業の能率をはかり健康と衛生的見地よりも好呆を賓し

ます。

債格の低廉 格治と、寂付の簡易は在来の天窓袋置よ

りも、後日修繕の経費は節約され、経済的装置です。

規 格 厚 さ 約 5 粍、幅 2 尺 4 寸、谷の深さ約 4 分

山の鉱11山卒、長さ 3. 3尺

以上の外アフ・ ν ゲール霊訟の街々な材料も生れて1 * る事

でしょうが、明るい日本の復興を推進するおには好き

資材主要事れた技術をもって進もうではまb ! J ませんか。

ド建築⑪3う金問

r  ｊＺｾＮｾ 銀ド ＷＷ じた

一円ふ，t 代湯浅金物株式曾社

| 届11 ｉｾ 布 Z 同会主様式曾社

陣@由料品芸品品
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撃 能。 改 草

今般の率制改革の目的及び精紳は、例えば東京

犬喜皐喜南原皐

開使式に於Uけ? る式蕗僻下によ〈云い謹きれていると恩恩、

う。至宝に私はその→般論について喋# しようとは

恩はない、それは敗駿閣に諜せられたものであり

既に厳然? こる現賓であるから。

然し乍ら新市j大署長建築撃科について云えば、そ

の賓際上の運脅は我々に身近い新数授舎にあり、

しかもその数俊舎は現在形遣られつつあるか又は

成立したばかりの影響を受り易い獄態にあるので

あって、この過渡期を善用すれば却って斯界の潟

に箆何かの進歩が得られるであろうことを考える

し此際業界の皆様と共に一事徒が建築墜毅習に

ついて反省し考察し、よちよきものを探求するの

は張、ち無意義なことではないと思う。

1. 奮畢制建築皐科 lニ劃する回顧

且て奮喜善制施立の時代に於て大事・専門皐校の

建築皐科のあち方について反省されることは殆ん

さ' なかっ7こと云って過言ではない。明治以来の惇

統的な官僚統制に数育界自髄が無感覚になり、改

良、革進と云うことを考えることが異端的なこと

と底じられ、斯くあるものと皐制及び皐科内容を

受取らなりればならなかった。この都新制度の率

制が地方卦構化されるこし又叡授舎が線ての教

育運用の支配植を持つごとが法文化( 大謬法案

等〉きれることは意義あることと云わねばならな

い。現段階に於ては未だ文部省による暴投統制は

持繍されているが一般の文化水準が低い我圏の現

欣からすれば致し方な〈躯ては各大事は猫立しに

自治瞳となって講義の内容、従って年限さえも自

由な構想に依って決せられるであろう。

醤毒事制に於て大泉及び専門拳佼の建築筆致宵の

聞に如何なる相異があっfこであろうか。恐らく賓

16 

と 建 築

上 林

島豆

" ，_ .  

?専

科

雄

際に駐舎から要求される卒業生の技術から云えば

大した相異はなかったと考えられる。即ち専門感

校に於ては基礎的事科の主主業時間数? さり専門事科

の授業が少〈なって居り( 約Ya- l ! 5 ) 、ぞのま号に

三年も長い修業期間の差があるのは少しぜうかと

息われる。勿論大皐のコースが不要であったと主

張するものではない。大主要を出fこ人々には語事や

敷惑や一般基礎科撃の高度の知識があり、又充分

なる教養を酪辱する概曾があった筈である。その

結果研究者とか建築家と栂するものは主として大

事の門を出? こ人逮であった。然し乍ら研究者や此

昆に云う建築家は現欣から云えば一般戦育の蛍象

とすべきものではなく、又Ａ封ｾとすることは不可

能であろう。醗って大事の卒業生にして各自の職

場に於て、その修得された庭の高等なる詩知識が

賓際に活用されているか ε' うかを考えれば、ぞれ

等が多〈の場合患なる知識として、もっと悪〈云

えば看板としてのみの債依しかないことに然附〈

だろうと恩う。或る人キは此等の高等基礎知識を

一般毅養と云う立場より倫奮制大率の意義を強調

するかも知れない。しかし私はそれに到して次の

様に答え度い。

「先輩遼の数養は鞍守に巻き込まれるのを妨止

することが出来なかったのではないか、且ては

キリストの愛を論じト Jレヌトイの人間主識を讃

え? こ人逮がメーテルリングの「青い烏」を味讃

出来なかったのではないか」と。向. 重要なこと

は近代社舎〈園家〉に於ては斯る較養本位の人間

よりも先づ職能人を創ることが必要であり個人生

活の安定、位曾の安定と相侯て民の生活文化・教

養があり得ると主強する人キ〈例えば長谷川如是

関氏等〉があり、現に U. S. A. に於ては吐曾主義

社曾の自然的分認により U. S. S. R. I こ於ては祉合

主義社舎の言十霊的街j常によってi倣能人が育成され



ていると云うことである。

次に建築皐科の内容に就いて顧ょう。先づ気附

くことは其の無 白魔性である。殿前建築 事 科 主 云

えば Romant i c な Renei ssance 以来の建築家ら

しいものの養成機関の様に感じられる傾向があっ

? こ。然るに新る時代のカテゴリイに於げる意匠ど

石構造及び現場運替のみの技能を持っていた建築

家と云う色のは科事・技術の像大なる進歩及び経

済率的政治率的批舎構成の裂き遜に因って文明の護

濯した近代商家に於いては最早存在することは出

来な t なっている。新る 無自発性の放に皐課目は

湛 ｴｾ 多岐に渉り従って質的には程度の低いものに

ならぎ・る を得なかった。鞍特になって文部省は単

に迎合し園家目的達成の手段と して皐校 を 続 定 し

その目的を明かにしたのであるが質際には何等改

革される鹿がなかった。而も嘗時毅授は研究に温

われ全人格的援燭をもっτ 畢生を指導することは

増キ困態となっていた。凡そ験反が必す・研質者で

あ る と 云 う 原 則 ら し い も の は 打 破 さ れ ね ば な ら

ぬ。毅俊は自分の分野に於る最近の進歩の現象を

理解しそれを畢生に解 b易〈説明出来得ればよい

のであって必す・しも自らが英の研究者であらねば

ならぬと云うのは分を過ぎたことである。現に皐

舎に於て研究護表の或ものは其の健では皐生に理

解出来ないのは勿論分野を具にする僻究者にも殆

さ' 何等理解されていないのである。毅授即研究者

と云う思想は既に奮 世紀的であり現在世界のJ S ! J軍

事情とは趣を異にしていると云うことを銘記すべ

きである。

2. 新 制 度 え の 移 行

撃 制 の 新 制 良 え の 移 行 は 既 に 始 ま っ て し ま っ

安 井 建 設 株 式 曾 枇

取 締 役 枇 長 安 井 武 雄

本創Ｚ大阪市東ｾ安土町二丁目二ご番地

電 話 新 町 @ > 2 0 4 3 番

出 演 所 兵 庫・京 都

fこ、抱置方的に、何等反省会れるこ t なしに。又奮

い建築家の幻影 を寄いて奮制大事の縮少版が出来

ようとしている。即ち高等皐校三年、大串三年の

コースは新 制大皐のｾのもとに 一般鞍整率科二

年・専門事科二年のコーズになるものと考えてよ

い。しかし乍ら先にも述べ仁様に問題はその運用

であり運用を司るものは人である。

新制大接戦授・助毅授の認定は新制大著書設置委

員舎に依つてなされに。その方法は被認定入の皐

歴・毅授賞績・研究論文・著書・枇合的活動等の

各項目について採駐しその合計を志って機械的に

四被に分げ、ぞれをもって各人の資格認定と新制

大準設置の許可の意' 要な資料となされたのであ

る。この聞に於げる遺憾なる黙は研究歴の質的検

討が疎になっ? こことと共に、研究資績が乏しし、こ

との あり勝な建築家 k か技術者と自負する人身の

設 計 ・監管の賓績が推奨 されなかっ t: ことであ

る。倫皐生に到する指導性及び徳性と云う様なこ

k も殆んざ湾溜、きれなかっ? こ。斯る粗雑なる濯考

法を以て始めの厳選方針に興って殆んぜ棉花式と

云い度い程の資格認定がなされ? このである。斯る

事情によって、 奮制大事に於ては建築科鞍授が殆

んさ' 共鐙新制大謬の鞍授に移行 し作J 等新に期待す

べきものはない。唯東京大率第一・第二工事部に

於げる設計製園指導に若い人 々を抜擢 しTこことが

新味と云えば云える程度の ことである。専門事校

が昇格した新制! 大撃に於ては先づその% の数度が

移行 した，ものと考えてよい。新しい人キは停年敬

授、植民地の皐校の毅授、警大撃に於げる研究 者

及ぴ官僚出の人達で前ぎと同様新に期待すること

は困維である。総じて新数授舎の抱負は奮制に於

ける墜生の皐カを保持しようと天うのであるから

塗 料 ・ 顔 料 ・ 盛 光 坂

増戚紙・盛光燈・誘蛾燈

大 日 本 塗 料

本 ｩｩ ､Ｚ大阪市此花ｾ西野下之・町三 λ

東京支陪東京都中央区日窓際呉服橋三丁目玄

工 場 大 阪 ・ 積 債 ・ 穿 ケ 崎 ・ 平 塚
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凡そ新制度の精榊とは反した詰込み教育が行われ

ることだろう。しかし乍ら私の見る虞では皐カの

低下は必須である 、 ぞれは下級率校の教育方針を

見ても年限の短縮から云つでも推察出来る。恐ら

〈専門技術から云えば奮制専門皐校程度叉はそれ

以下の撃力となるのではあるまいか。

此の{ 選新工事士を世に主主ることになれば良いに

せよ惑いにせよ事務的才能があり 紅合人らしいが

事カの不足した卒業生が出来て業界の負擦は増#

窓〈なることであろう。伺えば詰込みによって皐

門の消化不良を起し? こ卒業生が就職に嘗って『二

年間建築の話を聞いて来? こが意匠は解らないし構

建計算も管手で製圃は轄に悪い』等と平気で云え

る様になるかも分らな h 。

3. 新制大愚建築事科あり方の探究

巌1lNに云えば私が蕊に主張することが出来るの

は枇曾的基礎に立脚し? こ建築皐科のあり方の探究

がなされねばならないと云うことである。例えば

卒業生の職種別による統計、職種別に於りる必須

皐カの最低臨界、現献と将来との聞に出来る差を

表わす係数等開係者の輿論調査をヶ含ん? ゴ強力な基

礎調査が必要である。放にそれなしで建築皐数育

に就いて論んす・るのは正鵠を失するものである 。

しかし乍ら強いて私が貧弱な意見を蓋しようとす

る所以は一人の見解もさを髄に資する筈であるし叉

これを契機として識者の意見が述べられることを

期待するからである a

先づ大串建築撃科は枇舎が必要とする建築の高

額技術者を脊成することを第一義とする。研究者

や所調 Archi tect はより高次のものであって大事

鞍 Ｗ 守の ｲｾ 象とはならない。即も研究者は大串院

叉は持研究機関に於て敏育すべきものであり 、

Archi tect は個人の性格的要素が多〈、例えば小

説家 ・政治家又は映鏡監密に於げる如〈皐校教育

の釘象とはならない。強いて云えば塾〈近世の

School に営る〉に於て個人又は圏盟が毅育すべき

ものである。

然らぱ高級技術者の脊成を明髄なる目的となす

以上新事制に伴う専門科目の撃力の低下を防止し

逆により有用なる人材を得る篤には建築皐の範噂

に於て} 分野を専攻せしt J ' るよ b外ない。即ち大

串三年に於て構造通論〈材料率及び初等構造力皐

を含む〉、人文科皐的計番論〈建築史及び法規を

合 tJ )， 自然科書E的計重論及び表現法として製圃

を課し、四年に於ては王として専攻分野を課して

特技を輿える如き構想が遁すると考える。 後期

に 於 げ る 分 類 に は 問 題 が あ る 慮 で あ る が 意 匠

→ Desi gner、構遁計算→C onstructer、中植設

備 +Engi neer ｾ云う分類がいいのでばないか

と思う。

斯る分類は現在U. S.A. Iこ於いても採用きれてい

る虞であ h 現下の非正常な建築界に於ては例いそ

の必要度が必であっても、年とともに正常化すれ

ば建築技術上の Speci al i st の需要が嵩まることは

必定である。以上、抽象的叙述とな b具種的額聾

に乏し〈なってしまっ? こ η れさ' 既に指定紙散を過

ぎているので、筆者の意のある鹿を汲まれること

を乞い筆を欄〈次第。 ( I X20，1949)

( 筆者・禄南工事教授)

理 想 的 床 材 料

1. 8  

リノリユーム リノタイル

特 製 IJ ノ リ ユ ー ム 糊

東 洋 リ ノ リ ユ ー ム 株 式 曾 社

本赴・工場兵庫鯨伊丹市伊丹五五八電話伊丹1 ・51 ・69

大阪事務所大阪7宮顎毒事訴福利ピル 財矧東京都接要露関EEfFピル



所 感

中 村 県

線ゆる建築が、文化的線、和として構築され、そ

の中で建築家は近代文化の指導者として、ま fこ造

型慈術家としてのデザイン能力を示して衆Tこ。 1:

がそのデザインは我習では非常に低額な色のに封

じでは、常に指導的意義を果しては来「こが、果し

てこれらが世界に誇 b得るデザインであると、・惟

界語で示しにものは甚だ齢ないことを誰もが認め

さ「るを得ないのは、他の欝術分野と同じく悲しL 、

読責である。

建築家がエンデニヤアとアーチストの南方から

締出しをされて、資本家と勢働者の板ばさみにな

って、飴りにもその地位のアイマイさの放に貧し

い生活を富余儀な〈されている事は、その自らの能

力に到する、無自覚と不定見とにも原因していや

しな L 、だろうか。デザインの真の意味はアレンチ

メントではないゐ〈土で「未知の創造物_ j 'であ

るのを第一の傑件とせなげればならな L 、。舎では

「美」が一つの目標であった。にが私は今- r : は造

型されるものすべての目様は，20世紀の調和」で

あるといいにい。これは勿論今岡のアグアンギヤ

ルド精柿にふ或いはアプレグエルの共通性に通

じるところの飽〈なき新進型の追求に他ならな

い。現在では最早マドロスぷイフ・長髪の欝網家は

不.Q; .、要なのだ、この型に属する作家が給蓄の分野

でも文事其他に於ても刻々民衆の生活から遊灘す

る自慰作品を作り脱落寸前 tこあることを示してい

るのは患なる事責に過ぎない。

笛家も建築家も、ま? こ物理事者、密家、農家主同

様、瞬間も忘れてならない謝象は、作品を創る技

術ではな〈人聞と昼間との大調和である。が併

し、悲しし、かな、これが現賞だといってすぐ眼前

の、この方が手っとり早いとか、合目的Tごとかの

イージイな方法にグンワクされて、ダテイルに自

らを尉めすぎるやうに忠われる。

デザインとは官官記の如〈決して文緩や色や形象

の統合を指すものではなしまた建築ドロ戸イン

グはまた一つのデッサンとしての有機的な続と色

面を決定したものでなければならぬ。 J レ・コルピ

ュジエヤノイトラ・プロイヤア・ア F ルトが挺身

示して来fこのは、患なる思いつきの表現ではな〈

彼らの羅ぇｾる質検の一報告なのである 。

今度、私が依額を受けてデザインし? こ。大限心

粛僑筋のナイ トグラブシスコは私の20飴年の寄生

活の一つの綜合であるべ〈勉め 7こ。これは決して

アプストラクト・アーチストとしてのアルバイト

でも逃避でもなく、勿論、給を描いていたコルピ

ユジエが建築をやり出したり絡をやっ? こりする真

似でもない。給醤が地平総や自然形身長を持ててか

ら未? ごそう永< 1こっていない、建築も段飾や、天

プラ式ゴマラb シを持てたのもつい此頃である。

説近、われわれの闘尭を充分に満足させる造型

物は、ぜこの園にも非常に多〈見か砂るようにな‘

ったのは、 20世相学ばにしてようや¥20世紀文明

の生産期に到達しfこことの一つの詮左ではないに

ろうか。

ナイトクラプシスコは、約40 日の工期とほぼそ

れ伎の期間の計予定・設計でなされに。殿前の織筒

コンクリ F ト3 階建、元明治製菓心粛橋賓応の 1

• 2  ｾ 皆の改装である。此撞建造物の紫飾温多は久

し〈幽量産屋敷的なものであったが、これは伺l客様

とパ戸トナー・ボーイ・者集・着色光線・ア Jレコ

戸ル等が全部で一つの調和を生tt ぺ〈、賓は非常

に控固な提置でなければならぬと f留意したことを

見て鍛きたい。

.号r " ) クヌ

フローリンク色、

気11: 式通風曇

( 筆者・自由美術家協曾 k 員)

容

責任施工 -

自辺工業資限曾社
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新制作減協舎は昭和14年第 4 回展から彫刻部を

設りて摘自の宰然を つ〈って衆ましたが、昭和24

年第四回展台、ら新し〈建築部を会加せ しめて、

いよいよ新制作減らしい2霊祭を充貧させる事に成

功しました。メムパーは丹下健三、谷口吉郎、池

溢陽、吉村順三、岡田哲郎、 山 口 文 象 前 川 園男

の諸氏です.

建設は申すまでもな〈造型護術の最も大切な部

門でありまして、今後の日本のためには給器、彫

刻及び建築がてんでばらばらに各自勝手に動いて

いたのが間違っていたのです。お互に閲れんを持

ち、観野を庚〈して斯 しい計量生、新しい容器( 建

築〉に、新しい立樟( 彫刻〉、新しし 、z f - 商( 給醤〉

と云う事を考えなりれば意味をな 5 ないと思いま

す。この意味から給語、彫刻、建築各部の人遠心

持を同じ〈するものの集まりを持ち得ま しfこ事は

お互いに心を遁はせ刺滋をうけ合い、メムパーの

ずy : r . ーシヨシ

各個性の特色を生かして、多様性をもって、今後

年女を這っていいものを世に問う事が出来るので

はないかと忠、います。

今年、上野の美術館で最初の建築部をふ〈めに

新制減展がひらかれましたが、展示方法のよに在



来の美術展にない2 2 : 無をつ〈り出しまして世の注

目を引い? このでし仁が、私達はま fごまだと思って

おります。総書と彫刻とは御存じの様に作品その

ものを直緩親光者の前にならべる事が出来ますが

建築そのものは展示場に並バる事は出来ません。

プランはあ〈までプランでゐって作品ではありま

せん。建築はあ〈まで外部からながめ、内部には

い れ 歩み、ふりあおぎ 壁 にふれ、床をぶまな

げればなりません。今日まで総合された遁型事術

の展らん曾がなされなかったのはその貼にもあっ

? こかもしれません。しかし又、プランもめり、作

建 築 鶏 糞

ＧＱＱＱＱＱＱＱＱＱ ， ＱＱＱＱＱ ， ＱＱＱＱＱＧＱＱＱＱ ， ＱＱＱＱＱＱ “Ｑｉ Ｑ Ｑｉ ＱＮｉｉ ｉＧ ｾｨｬｬｬｬｬｬ＠

ォー

有珂ミ

日 本 建 築 協 曾 御 用 命

庄 究 部

ユ = ヴ ア ー ス 寓 1 f ( ヱ 蕗 ilil

大 阪 市 南 区 笠 屋 町 四 番 地

電話南@ 0 2 盛 O番

品の潟民もあり、模型もあり、家具もあり、そし

てグピ戸もあり、遂に絡もあり彫刻j もリーフもと

云う 3 になって建築が造型形式の完全をのぞみ得

るのであって、将来の展示形式の如何によっては

商白い縛回を激怒されないとは云えませんでしょ

う。メムパーは皆この将来えの夢をもって、日本

の今後の美しい祉曾のためにまづ歩みはじめたわ

りです。

」与J、ょが私の建築部設置の嬬です。

白

蟻

Ｈ筆者・審員制作ｾ協曾々良、 ｅ 借家Ｉ

. 白蟻のついた建物文は立木! " j : 保

駆除 険J : 撲滅施工を御翻め致します

F号、防女新建築物に白蟻のつかぬ繋防法

を御奨め致します

前 回 白 蟻 研 究 所

和 歌 山 市 小 松 原 油 リ 凶 了 目 一 係・地

( 市電日赤病院前〉電話和歌山一三八九番
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曾

館

集品

大阪市東医北久寮寺町 2 丁目 20番地

安井建設株式合従

105. 83pt; 

1 階 51. 47坪 2 附 44. 46坪

作員

賓町 久

ｻｾｾｴ ，Ｎ 面白、 ｣ 建築位置

設計施工

感地図積

建築面積

仕 上

床

J

f

 

d

F

 

f

 

、

a

t

・

-

n

 
必
費

、

，

・

・

L

P

'

e

v

玄関客溜、ヨエ4 グリート打テラゾ同地切仕上

限接事務室、校話室、集曾室フロー y : /グ、

オイルステイシ仕上

玄関客溜、特殊重量 F ペストリ - ! J イル貼リ、

熔接事務室、竪木ベニヤ、オイルステイ ν 仕

上

玄関、隠接、談話室、事務室、プラスターオ

イルベ Y キロnキ仕上、一部プラスター銀仕上

策禽室、杉緑地飯打上、オイルベ γ キ滋仕上

小屋、木溢トラス、日本瓦葺

完音色セメ γ トモルタル掻務仕上

大阪南納税奮館

建 築 位置大阪市南ｾ高樟 Ｗ 番町 ＲＷ ノ Ｑ

ft 地面積 268. 18坪

1 階 54. !i l 坪1 " " ' " 可〓相

2 階 q6. 46坪j 桔 L . L L . 山 町

安部建設株式曾耐; 回中華町医

外壁、色モノ1. - !J )1.- 掻蕗シ、玄関廻リ、テラゾ

ー及一部グラニット、屋根 4 寸 5分勾間

日本瓦l C

玄関及客淘リ床、ｾ童書目地入リテラゾ仕上グ

感動皇室床、オ- 1 ; ' フローリン貼リ、壁天井プ

ラス 17- 塗仕上ゲ、 2 階曾審理雲監床、寄木貼リ

IPN勿根 6 尺通リ塩地征ベニヤ板貼リユス仕上

グ、ヲミ弁プラス 17- 、日本間，、経溢作材全テ

栂材昼E設、夫弁板杉杢板貼リ

建築面積

腰

天井

屋根

外部

設計施工

外部仕上

内部仕上

唱-
，

..
 

、
... 
目、・

・
4

.

，

-

R

 

設計察官

時節柄総務暑と云う感じが非常に冷い感じを興えます

ので、英の協力的な立場にある納税曾舘 ｬ 士、何ｾ迄も明

るい親しみ易い感じのものにと英の患に苦心L 、たしまし

た。緩式は近代式に、 H 皆は事務室を主に台所、宿直室

及浴室を設け、 2 階は曾議室、事務室訪日本聞を設けま

した。日本間は色々協曾員の長時間に亘る懇談及総曾に

J汝容力を矯す然、座席と L たものであります。

円

H
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1 階 平 面 図

- 品h 企，.，:WI-

削，'(丸山t

田 園 田 | 曾 員 作 品 集

大阪遁手門撃院中撃部

場 所大阪市東区京橋前ノ町

設計監混 日本Z主殴産業株式曾紅建築部

施 工 株 式曾 紅 朝 日 組 ( 守口市)

工 期 起 工 昭 和23年12月 7 日

竣 工 昭 和24年 6 月8 8

建築鯛函積 ;臨 2窓怒:器:2お:j;託i;努窃zお)合何計 49幻

構 溢這纂 ｅ 礎、無筋ヨ ν グＡＩｾト ｨ 、床、根太フロＭリ

ング床、ー部: 1 : / グロート土問、壁盤、木議

事由組、小屋、木議小屋飽

外部仕上 ラス色モル F ル援ーキ第γ 、玄関麹担、人主岩石

洗出シ、研出シ、屋根、赤色援韓瓦、勾菌B4

寸 5 分、建具、木議硝子入リ、ペンキ仕上、

防火廃l士銀廃

内部仕上航、フローリメグーメテイ〆仕上、土問( - t Jr 

イル、モルタル仕上、腰、板目占、壁、漆喰塗

穴弁ベニヤ板、水位ペ〆キ塗

設備工事便所は水洗放流、電灯、電娘、給水工事

兵庫懸度量衡検定所

腸 所紳戸市生回直下山手通 4 丁目

設 計 者 兵 庫 勝 建 築 部 管 繕 際

施 工 務 株 式 愈 紅 熊 図 工 務 脂 神 戸 出E長所

竣 工 昭 和24年 2 月28日

仕担R惚要

建 坪 169! 1J i 延降274坪

構 造 木 誌 を 2 階 建 あ か が ね 瓦 奪

仕 主 外 部 F見板貼ペンキi ! t i ー郡大壁粗函仕上

内部壁一プラスｊｲｾ重量、玄関及ポーチー

グロシカタイノｌＭ ｬ 占、床Ｍｾ双眼亙庫補仁

泊塗、腰ーペエヤ板貼ペシキ言金、一

部モ) L - ! i l ) L-塗ベ y キ仕上、? ミ弁ーテ

ヲグス水性ペンキ塗
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集

仕際概要

建降 38坪75 延坪

構 塗 木 治 2 階建

外 部 ラス、モルタルド地、グリ- ; " . 色リシ ν

一部立初目板貼、ベシキ滋仕上

淡路ｾ六 Ｎ 四瓦、基寸 Ｕ 分勾醍

床ー棉フローリシグ、ステイ ν 仕上、玄関、

土問ータイル貼、皇室一洋室ープラスター、 E

* 室砂壁、穴弁一洋室一見出貼付粗国漆喰塗

及テタグス仕上、日本室竿線天井

階段ー木筋スチーイ/ 1 . - $ 仕上巾3.5寸

品員 作曾

58坪25

s: mJ 市 川 歯 科 警 院

島村建築事務所

昭和24年 8 月

利政山市内所

設計施工

エ

屋綬

内部

員島

ｾ＠

+

f

¥

 

日

日本妻公舎雲テ毛テ数曾

建築位寵 堺市潰王手敵訪森町東ノ了

設 計 池 上 建 築 窃 務 所

施 工和光建設工事実株式合従

建 築 面 積 曾 堂 4()坪 牧師舘 18坪

附 嵐 便 所 1 . 5: 1: i i l 合計. 59. 5:fJ!¥ 

木浩平家建曾堂骨組山形ラーメ ν 、外裟ラス

下地色モノ1.-!il /1.- 掻落ジ、玄関廻リ入諮石洗出

白地切仕上、控ヲミ弁ー漆喰、床ーフローリ〆

グ、玄関モルタル白地切、屋根ー銅浮瓦奪

ｾ＠ 牧 師 健

チ ャ ν セ ル 1 牧

1& ｾ＠ 2 居

曾衆ｾ 3 綾

曾 衆 溜 4 台

牧 師 控 室 5 使

湯 沸 易 6 洗

入 口 ホ ー ル a  床

ｾ卓 ｢ 下

鞍 曾 合 c 抑

院 華全 台 d  

e 出

f 風

g ァ

仕様概要

霊

堂

窪

田

別

所

所

袋

箱

入

チ

窓

口

ス

師

間 食

国

地

駄

ｾ＠

曾

1

2

8

4

5

6

7

a

b

c

場ur: 炉 !

① 

昆 焚

v  
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バ⑧

、 ，1' ｾ＠ M 

‘昆 曹 司F

手前置き詳堺ヌムJ

曾 員 作 品 集

山口銀行漁港支底

; 場 所 下 関 市 大 和 町

設 計 監 皆 山 口 銀 行 管 絡 課

施 工 株 式 愈 拡 大 林 組

建築面積 1附87. 9生 時 中 2 階6. 92坪 合 計94. 16坪

建物大要 木苦言平家建 Ｑ 棟、議礎一混凝士塗、制 ｉ ｾ 且ー木

骨溢、小屋紡一洋小屋及 1 郡和小屋、

屋根一日本瓦奪キ勾西E 4 寸 5 分。

外部仕上正問玄関経型及腰廻リ，、接石小叩キプロヅグ

貼仕上、正面階段ハ花尚石トス。正面l A . 側面

窓廻リハテラゾープロク F 貼仕上。

英他，、人議石洗出仕上。附廊霊長外箆ハ竪板貼

P グレオソート塗仕上、腰組ハモ J ' H;t ，'.- 1ftf. 仕

上。

内部仕上 床ー苦手策室、隠接室、電r . ; 室等，、検甲叡貼、

客淘 J 、人温石涜出シ、英他ハモ，' . - ! ! ル塗仕上

軍自室ハ4f t キ。巾木ー響楽・室、阪接室理事，、主反

貼ペ γ キ宣童、客溺ハテラゾー研出仕上、英他

ハモルタ，' . - 塗仕上。膝ー聖書幾重，、プラス! ! -

E量、客溜ハテラゾ- l i I 干出仕上、其他ハモルタ

ル塗又，、ｾ板 ｒ 占仕土。墜ー菅策室及客室ハプ

ラス F 一、塗仕上、利室ハ鍵量産漆喰仕上。

穴井一瞥祭窪及客室，、プラスター盆 1 部ベエ

ヤ叡貼べ γ キ塗仕上、和室ハ隼踊R; 堤弁。

岩園錦水軒ホテル

建 築 位 置 岩 園 市 邸 前

霊 堂 針 路 工 株 式 曾 祉 大 林 組

建築国積 1 階 123. 10坪 2 階96. 80 : 坪令計219. 90，坪

建 物 大 要 木 議 2 階 1 棟、慈礎ー混凝土省、軒t 巨木骨法小

屋組一和小屋、屋根一白木疋芽、勾酉E 4 寸 5 分

外部仕上正面玄関伎型大理石、外 ，・色モルタル吹付

仕上 1部テラゾーフ. ロ ' 7 P 貼 p 、パラベ' 7 ト

，、テラグーフ' ロ' 7 グ貼リ。腰ハE 面砲リ人滋

石涜出シ、英他ハモルタル塗仕上。

内部仕上 床ーホール、喫茶パ一、洋客室、廊ド等ハフ

ローリシグ貼リ、 2 階限接室，、苦手木貼リ、玄

関，、人溢石研出白地切仕上、耳切室，、昼 ft キ。

巾木ーホール食堂、喫茶パー、食堂、洋客室

2 階臨書寝室等ノ、備材オイルステイシ仕上、英

他ハ板貼リペ γ キ仕上。

腹ーホール、食堂、喫茶パー、 F件後: 室、 2 附

R陸自在室等，、橋材オイルステイ γ ワニス仕上、

玄関ハ難掛長手 F イル貼リ英他ハベエヤ板ベ

シキ塗{ : f . 上d 壁一玄関ホール、食堂、喫茶パ

ー、 Ｒｾ 皆際接室等ハプラスターペンキ叩キ仕

上、英他，、プラスター仕上、和室，、砂壁仕上

天井ー玄関ホ＿ル、食堂、奥苓パ一、 Ｒｾ 皆際

事実室等ハプラス F ーペ γ キ叩キ仕上、英他ハ

プラス F ー仕上、辛口室内隼燦 1 部船底天井。
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三菱レイヨン

健康保険組合阿多国島保養所

集員 作 品曾

施工場所鹿島勝佐伯郡小方付字阿多国島

星 空 計 者 鈴 木 庚 好

施 ' [ 者 株 式 曾 駐 大 林 組

建 坪 49. 83坪 2 階17. 97坪 延 坪 67. 80:f:i!¥

工事ｾエ昭和 ＲＴ 年 Ｖ 月 ＳＱ 日Ｈ工期 Ｓ ヶ月Ｉ

縛 滋 木 浩 平 家 建 一 部 2 階建

内部主要都民盛 Ｚ ｾｕ 投キ、一部大農水性ペシキ塗リ、

外壁ラス貼リモルタル塗リ刷毛付キ仕上、木

部外部ハ凡テペンキ塗リ仕上、玄関入口廊ノ

ミワ= ス仕上玄隠脇島帖及娘祭室窓ハ強化ガ

ラス ( 39" xKクx %ク) ヲ使用。

三菱化成工業株式曾祉大竹工場健康保険組合

It 従業員家族の保険施設として工場より海路

約 6 粁の阿多国鳥に週1 < : 保護として建設した

もので、建設地l士向島海岸より約 0. 5粁、島

屋にて前方に重量息裏側を望む風光明如の勉で

潟水} こ使なる位置にあり夏寺島を主目的と L て

建援したものでるる。

I N : 計希望として多人般が一時に宿泊し得るた

め、経費の自治より和室昼惑とした。

.  " _ L?' 

ｾ ，＠

iA 三菱化成工業株式曾粧

岬 大 竹 工 場 職 員 赴 宅

建築目的

鹿島際佐伯郡え竹町字小鳥新開

鈴木庚好

fiJi 

設 計 者

場

大林組、立戸組、相良組、大竹合同組

昭和24年10月

施 工 者

て事竣ヱ

* 溢平家連( 1 棟 2 戸) 11棟主主構

室

腕

1 戸 21. 1 0 W

屋根ー白木容瓦葺キ、外壁一杉 F見板貼り、

上部モルタ) 1 - 塗九室内一員盛大津、 a量感、

木部一外部ベ ν キ塗リ、室内素地

1 ポ ー チ 4  4 帖 宇 7 浴

2 玄 関 5 台 所 8 使

3 六 帖 6 洗 問 所

1 綴 42. 200j;<JS坪

要
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1! 同7 卜! 仰| 時四回品

ニ焔平面図

， 

j 曾 員 作 品 集 |

豊中市立第三中墜校

品目 所 長豊中市機銀本通リ三丁目

設 計 監 督 盤中市役所密絡線

施 工 株 式 曾 紅 回 中 組 東 洋 建 築 株 式 曾 舵

感地面積 2408. 10坪

建築閉鎖 1 陪 643. 50坪 2 階 165. 00坪

3 階 500坪 延面積 813. 50坪

階 建都礎ー無筋ヨシグロート、床、厳窪一樹フロ

ーリング貼 p 、廊下ーヨング P ート土問、墜

陸一木議車由組、小屋一木浩トラス。

外 部 仕 上 卒 家 一腰 杉下見板貼リベ ν キE臣、 (J 、壁ラス下

地色そノJ . . !it ) J . . 仕上、玄関廻ローラス下地色そ

ルタノL 掻 落γ 。 2 階建一2 階窓下ョロ杉下見

飯貼リベ〆キ塗、上部慶ラ ス下地モルタ ル仕

上、厚型スレート芸勾回 5 寸、屋根ー厚型ス

レート主妻、勾 間 5 寸、関口釘ー木議建具精子

入リベシキ仕上、ー部ステイ j 仕上。

内 部 主 要 仕 上 腰ー 堅初目ベ Y キ仕上、盛一漆喰仕上、

ヲそ芥卒ｾ ーテヲグス貼リ Ｗ ＮＱ＼性ベ ｹ キ仕上、ー

部玄陵廻 P 漆喰仕上、 2 階建一 H 宮ベ= ヤス

テイ ν 仕上 2 階テツグス7. 1<性ベ Y キ仕上。

ｾ備工事 m: 燈、' m然、気候餌測室、給配水工夢。

豊中市立上野 J I¥撃校

溺 所量豊中市上野

設計監督 量豊中市役所管絡線

ｾ＠ ヱ 環 本建設工業株式曾紅

株 式 曾 舵 長谷川工務庖

般地商積 3743. 97坪

建築面積 ｉ 階 Ｔ Ｙ ＰＮＵＰｾ 2 階94. 75坪

延面積 585. 25坪

椛 誼i I i l ; 縫無筋 ョ' ./!l リ{ ト、床、厳室ー檎フロー

リγ グ貼日、廊下ーョ ν !l ll ート .土問、壁但

木溢軸組、小屋木浩トラス。

外部仕上:i平家一腰 杉下見板鮎ベ γ キ仕上、小壁ーラス

下地モルタル 塗漆喰 仕上、玄関ｾポーチ廻リ

一人謹石洗出目地切仕上、 2 階建 一ラス下地

モルタル仕上、屋根一厚型ス ν ート主事、勾悶

5 寸、関口部一木議建具硝子入リベ γ キ仕上

1 部オイルステイシ仕上

内部主要仕上 腰ー竪互理目ペシキ仕上、盛一漆境仕上、

穴弁、平家ーテツ F ス貼リ水性ペ γ キ仕上、

1 部 玄関 廻 リベユヤテイ Y 仕上、 2 階律、

1 階ベニヤステイ γ 仕上、 2 階テタグス水性

ベγ キ仕上。

E全備工事管燈、電熱、絵図E水工事
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オ ー ス ト ラ リ ア に 於 け る 住 宅 管 理 組 織 に つ い て

(  1  )  

最近、住宅を従来の貸家形式から持家化すると

いう目的の下に、; : t - ーストラリア・シド エ戸市に

おいて、後也するような新らしい組織を利用する

という計径が始められている。

従来のアパート建築では、盟# の法律的な制限

から 、居住者がその住居に闘するいろいろの権利

を奥えられるのは、主として診療所のような専門

的な事務所や、住居とじても飴程賞湾なものに限

られており、 〈建物の規模、調立性等より〉中小

アパ戸 トの居住者が各キの住居を自分のものとす

る乙とは、容易にできなかった。

職後、この種法律上 の陣容が撤慶せられた篤戎

に油ペる新らしい組織一一共同住宅組合組織ーー

を利用して、住居を自分のものとすることが可能

となっ亡。ぞれは、多〈の居位置を持つ? こ大アパ

戸ト を建設し、その各戸の権利ｾ各居住者が所有

し、建物は、所有者の組織する組合に依って管理

し、選管して行こうという制度である戸この制度

は、ヨーロツパやアメリカにおいて、既に利用せ

られているものである。

(  2  )  

建物は 12階建で、各階 4 戸 一棟38戸を牧容し

シド= ー港を大視する風光明蝿な地域に建てられ

る。一戸首り床面積( 廊下康問共〕は、 1200，存方

吠 ( 34面坪〉で 、建物の凄からi Eiml こ宣って配置

せら打、療室 2 、翁: 間兼食堂 1 、台所、浴室、パ

ルコニー及贋聞の諸室があり、電寄託ヒータヘレ

ンヂ、電績冷厳庫が作 ｢ 付ｾとなっている。台所

と浴室は建物の裏側に位置している。屋上には洗

濯場あり 、 6 菱の電気洗濯t授と大きな乾燥室が備

za 

連 合 軍 総 司 令 部 民 間 情 報 数 育 局 提 供

えられている 。地階 のガ レ ｆ デは、 ＲＰ 草稿 ｾｪ 放容

し得る 。各階のリ フトは、 1 リフトを 2 戸が使用

するように計宣されている。会戸の正面は全面

ガラス張り字国形のz p . 面となり、その? こめ 、ベッ

ドノレ戸ム、客間余食堂、パルコニー等は、床よよ

り天井下端まで一杯の窓となり 、冬季の低い太陽

光線を最大限に受入れられるとともに、夏季の直

射 日光は遮参事することができる。

床は、 6 吋 厚 ( 5 寸〉コンクリ戸ト打の上、防

音効果をも考慮 して寄木貼りの上泊ピキ仕上げと

して ある 。

これに要する建設費は、一戸分3600_ 4600ポン

ド ( 370- 466寓園〉を婆し、最上階が最高で、下

階へ下る毎に一階嘗ち 100 ボンF宛低下する。こ

の債格は、建物正面に牛図形のガラス窓を附 した

おに要し? こ費用や、建築費の一般的な高騰、附近

地債の債格等を考え合わすと 、決して高債なもの

ではない。

購入の申込は 、卸金、或いは5 0 %の手附金を置

き、残りは、一定期間中に支梯うと L 、う形式をと

る。

(  3  )  

建物は組合の所荷となり 、組合によって運営、

管理せられる 。も ちろん、組合は無配嘗である。

組合は 、各住居の所有者である 38人によって構

成せられ、 その中から 、理 事 舎 を 選 任 ( 任 期 2

年 〉 し て 、 直 接 の 運 管 に 嘗 ら せ る 。 各 組 合 員

は、各自所宥の医療の原慎( 組合でま宮認 しfこ〉に

相隠し Ｑｾ 権利と 、 義務Ｈ例えば 、 Ｒ ＰＰＰ ポンドの原

債を持つ直劃在所宿する者は2000口、3000ポンド

ならば3000 口〉を奥えられ、そ の 額 に 照1じて維

持費や税金を負掃 し、永久的にその所否権を保設



せられる。奥えられfこw . 割内は、全然所有者の意

志に従って刷用せられ、内部を改造すること等も

自由になる。所宿者がニれを他人に貸奥し、叉は

遺贈し? こり、或いは組合で詮認され? こ者と貸買契

約を結ぶこともできる。ｾ、数人で共同して所宿

するこ主も可能である。

建物の運替に閲する費用( エレぺ戸グ戸、洗濯

場 、等共 同 施 設 の 整 備 、 内 外 の 修 理、そ の他税

金、水道費等〉は、総べて組合の負採とな 9 . そ

の額は最初の 5 年聞は比較的少ないが遊女増加し

て、 1 年70ポンド ( 7 寓闘3 となる から 、非常に

低廉であることがわかる。

上述のよう に組合員は、多〈の権利を認められ

ているが、他の組合員に迷惑を及ぼしによ 5 な時

には、組合に依って遁放底分を受げることがあ

る。この場合には特別委員舎が設げられ、その組

合員に到して彼の樺利を他の遁賞な者に資渡すこ

とを要求する a イ旦し、ぞれは組合によって誼認さ

れ? こ者でな付ればならない。若し一定期間中に、

これか行われなければ、組合は、温政者の権利を

説受に附 し、遁嘗な 購入者にそのm: 劃を利用させ

るこ色になる。

(  4  )  

現在既に建物の各椴利は殆んさ' 受 b察され、購

入者はよ沈の階扱に罵する人遼で占められてい

る。この計量に嘗つに建築家は、A . M. Bl ot 氏で建

築費総額は140，000ポンド ( 14200高岡〉を要しf こ。

シド= 戸市においては、叉、これと同様のシス

テムによって新らしいこつの建築から計獲されて

いる。こ の計劉では諸経費の果nで、大部節約され

各戸賞 92600ポンド ( 260寓園〉税金、維持費が

は約50ポンド ( 5 寓囲〉程度となる橡定T ある。

(位、邦貨への換算It. 、 1 ボ Y ド= 1008固とした)

株式曾i i t l : 大林組研究部備本隷

窯 異
水 銀 燈 焼 付

以

閑

吋

利

得

制

鞠

立

川

V

職

己

目

摂

ト

ル

U

制

動

嗣

堂

対

主

円

臨

島

町堂

本目 互 斡 旋

本欄は各支部友金金員各位旗《御剃用方

切望いたします

0 新築住宅分譲

南海本総住 ノ江 騨 南 木 議 瓦 葺 平 家 建13坪、15

坪 二 種 取 地50坪附 一戸30寓囲内外、 目下分

譲中。

0 圃書譲りたし

1922年版スイ F トカタログ 1 加 希 望 者 に 遁 官

僚格で譲る。

0 家屋譲りたし

三島郡三宅村宇野窪、平家約80坪、殴れ 2 階建

17坪、土蔵 3椋及物置附、門塀完備、政地約

3 0 0拝、別荘、寮、集合所等各方面利用慣官官あ

れ至急譲りにし。

0 嫁入りたし

女専出身26才、容婆普通、韓格良、明朗、

趣味は音楽、料理、ス ボ F ツ。父は毅育事業、

血統良、奮専門校出叉は以上 の人に嫁ぎたし。

ｏ 解説附建設業法 ｉｾ ンフレツト分布中

若干磁本あ b、希望者は詮料共 ￥ 75 .00  

0 求 職

甲種工業建築科出 36才、 24才

問 ム 積 算 1: 堪・能家 30才

以上御照合は本曾事務局長宛の事

剛 、N 、N 、仰向

「建築と粧曾」パヴクナンバー

棋関誌「建築 t 枇合」のパックナンパ F は再三

誌上にて御知らせ致しま し?こが、此の一際整理致

すことになりましにので御希望の方は至急: 御 申込

み下さい。

向僚格等詳細は本誌 9 月践を御覧下さい。
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本邦史上続れに見る社合的愚. l J e して心有るも

のを唖然? こらしめた非鞍災感謝記念格の建設計盤

は院キ嵩キ 7こる輿論の憤滋反酎の墜に耳を掩つτ

既 に 地 鎮 祭 を 行 っ た あ げ じ 今 回 実 ら に そ の 設 計

計霊祭を今毒事せんとしτ いると聞く。京都市をし

て非戦災都市 fこらしめたものは長い懸史を通じて

保存育成せられて来fこ貴重な文化財ω故に他なら

ぬのであって 、その非鞍災の根元とも云うパき文

化財の修理、保存が現下の緊念事なるを願みす・、

これを荒殴の依に打ち捨て、誌いは反らに文化都

市 を 以 て 自 ら 任 す る 京 都 の 都 市 諸 機 能 の 復 興 琵

展、或いは伎なに家なき人々の認めの住宅建設等

を尻目にして、一記念塔のま寄めに 1，500高国のE

費を役令ると云うことが如何に愚かな行篤である

かは全〈論令る畿地のない庭であろう。これはさを

〈本末顕倒せる手段であり、徒ら lこ後世の笑い草

としてその豆大な醜韓を永〈白日下に曝らすに温

ぎぬものとなろう。新〈も世界に類例なき愚劣に

して無意味なるモニユメントを設計せんよりは、

家ろ寄々建築家は潔ぎよ〈その職を拙うつこ ・とに

生怠
ι ョ

秀平年 時下爽涼のt走資下盆 k 御清潔の務と存じます。

さて、さきに京都市の一部有力者により企図せられた

非防災感謝i i ' . 念; 絡なるものは iJ 宇都市をして爆掌より免

れしめた、アメリカ合ｾ障の￮Ｇｬｩ官民の御高。恩ｽこ到する市

民の感餅の窓を永久に記念すベ〈 、京都際頭の大B電場を

翻して一大記念塔を建設 L ょう」との意固によるもので

ありまして 、目下完l k とその下準備を完了したあげく、

これが設計計忠実を庚 〈募集する浬びに立至りました。

以下段明によっても明かなるま日〈、その劣意、態策、ま

さに一笑に附すべきものながら、之が貨現の理きには、l j ¥l .

に京都市のみに止らず、 B賢〈日本図民として、侵略主義

殴寧の恥の上塗をれいれいしく、不滅のそエユメシトと

して、京都市の玄関空高〈そびえしめることになり 、ま

ことに裕官まならぬ事態と L て、自主に各方面よりの強力な

日月

ｾ＠
，ｾ、

聾

記
-
4叫
』

品

目

砧

4
=
=
B
 

釣

1或

反

災戟

ふ

l

z
m
四
回

ｾｾ＠

旦" .

E又

噂路せぬものである a

知るにその設計事長は今や贋〈さを図に求められよ

ラとしている。こ〉に於て吾# 新日本建築家集圃

C NA U ) はさを図の良識ある建築技術者、盛術家

としての立場より、嘗競技設計際募に劃する経費

反封の意を表明するものである。

反劉窓見の渦をまきおこしつ L ありますが、われわれ建

築家としてはとくに設計際募反聖母にその重憶をおいて 、

これが寅現反劉運動に惑泣薮した〈、以下の! s 明はすで

に醤事者に手交設しました。何とぞ貴下におかせられて

もこれが御協力を切に御願い設す次第であります。

「建築と紅舎」について

肴 望 回 答 願 い ま す

新日本建築家集圏京都支部

タ 力 ラ 麗l 呂

タカヲボイラー

本誌も合員各位め御後援と御協力により漸次充

内容も各伎の御希望に副う貸 し 好 評 を 得 て お れ

ビ

ッ

フ

心

す

る

空

早

〈

沸

t

風

呂

と

ボ

イ

ラ

ー

二

十
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を

脅
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古

聞

の

獣

ロ

固

と

祖

前

在

誇

る

御

費

用

E

!

様霊力して宅去りまし? こが、此の際尚一層の前進と

斬新を期し、合員各イ立の本誌に劃する感想、希望

について下記要項等につき筒箪なる御回答を得Tこ

建費

〈存じます。

1. 今、起の掲載内容に射する 感想。

2. 今迄の b ので績げ? こいと恩われる記事u

禽

角

3

一

一

高

射

同

一

フ

m

m

ヵ
喰

浪

タ

M

+

巾

船

大

時

代

株

3. 必要なし主恩われる記事。

4. 新に是非のせたいと思われる記事。

5. ぞの外今後の合誌に聖母する希望。
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建 築 積 算 便 覧 ( 第 7 回)

日 本 標 準 規 格 第 2 6 競

類 別 G1 5

標 準 形 鋼

附 議

頁 2  

等 漆 山 形 鋼

Y  

、ー 一

f  

慣性モーメ y ト j  =  ai
ll 

回 鈎 今 笹 i  =  v' 訂正 x・4 -1"' +' : : _ ''-，:- )( 

"  

断 面 係 態 z  =  j /O ι . 、- ‘ コ

U  
同 ・二人、 Ｇ ｾｙ Ｇ ー， ｾ

( a=断 面 積 )
γ  v  

主要寸法 111m
c m 

慣 性 モ ー メ シ ト c m‘ 回 開 半 径 c m 断関係重量(' m
8

A x B  も ox: cy J X JY 

最 大 最IJ、
IZ IY 

最 大 最 小
zx zy 

JU JV 
1日 Iv 

20 x  20 3  0. 58 0. 58 0. 36 0. 36 0. 62 0. 10 0. 57 0. 57 0. 75 0. 29 0. 25 0. 25 

25 x  25 8  0. 71 O. π 0. 75 0. 75 1. 27 0. 23 0. 73 0. 73 0 9 5  0. 41 0. 42 0. 42 

25 x  25 5  0. 78 0. 78 1. 19 1. 19 1. 87 0. 52 0. 73 0. 73 0. 91 0. 48 0. 69 0. 69 

30 x  30 3  0. 84 0. 84 1. 36 1. 36 2.213 0. 45 0. 89 0. 89 1. 15 0. 52 0. 63 0. 63 

30 x  30 5  0. 91 0. 91 2. 17 2. 17 3. 40 0. 93 0. 89 0. 89 1. 11 0. 58  1. 03 1. 03 

35 x  35 8  0. 96 0. 96 2. 17 2. 17 3. 66 0. 68 1. 04 1. 04 1. 35 0. 58 0. 85 0. 85 

35 x  35 5  1. 03 1. 03 3. 52 3. 52 5. '59 1. 45  1. 04 1. 04 1. 31 0. 67 1. 43 1. 43 

40 x  40 8  1. 08 1. 08 3. 33 3. 33 5. 66 1. 10 1. 20  1. 20 1. 55 0. 69 1. 14 1. 14 

40 x  40 5  1. 16 1. 16 5. 41 5. 41 8. 58 2. 24 1，. 20 1. 20 1. 51 0. 77 1. 90 1. 90 

45 x  45  4  L  23 1. 23 5.97 5. 97 10. 33 1. 61 1. 32 1. 32 1. 73 0. 69 1. 83 1. 83 

415 x  45 6  1. 31 1. 31 8. 89 8. 89 14 .48  3. 30 1. 32 1. 32 1. 69 0. 81 2. 78 2. 78 

45 x  45 8  1. 38 1. 38 11. 48 11. 48 18.03 4. 93 1. 32 1. 32 1. 66 0. 87 3. 68 3. 68 

50 x  50 4  
1. 36 1. 36 8. 41 8. 41 14. 36 2.'15  1. 48 1. 48  1. 93 0. 80 2. 31 2. 31 

50 x  50 6  
1. 43 1. 43 12. 50 12. 50 20. 27 4. 73 1. 49 1. 49  1. DO  0. 92 3. 50 3. 50 

50 x  50 8  
1. 50 1. 50 16. 17 16. 17 25.42  6. 92 1. 48  1. 4Q 1. 86 0. 97 4. 62 .4. 62 

60 x  60 5  
1. 65 1  65 13. 83 18.A3 30. 86 6. RO 1. 81 1. ιE 2. Ｓｾ＠ 1. 09 4. 32 4. 32 

60 x  60 7  
1. 72 1. 72 2ろ. 83 25. 83  41. 09 10. 60 1. 81 1. 81 2. 28 1. 16 6. 03 6. 03 

60 x  60 9  
1. 79 1. 79 32. 23  32. 23 50. 18 14. 28 1. 80 1. 80 2. 24 1. 20 7. 65 7. 65 

65 x  65 6  
1. 80 7. 80 27. 70 27. 70 4う. 44 8. 97 1. 93 1. 93 2. OO 1. 10 5. 89 5. 8D 

65 x  65 8  1. 87 1. 87 36. 50 3C. 50 59. 09 13. 92 1. 94 1. 91 2.4f; 1. 19 7. 89 7. 89 

65 x  65 10 1. 94 1. 94 44 61 44. 61 70. 47 18. 76 1. 93 1. 93 2. 42 1. 25 9. 78 9. 78 

70 X  70 6  UJ 2  1. 92 35. 15 3ii . 1"  58. 69 11. 72 2. 09 2. 09 2. 70 1. 21  6. 92 6. 92 

70 x  70 8  1. 99 1. 99 4'i. 31 46.  31 74. 79 17. 84 2. 09 2. 09 2. 66 1. 30 9. 25 9. 25 

70 X  70 10 2. 06 2. 06 56. 68 56. 68 89. 1>1  23. !i 6  2. 09 2. 09 2，62 1. 35 11. 4911. 49  

75 x  75 6  2. 06 2. 06 43. 83 43. 83 72. 69 14. 98 2. 25 2. 25 2 9 0  1. 32 8. 04 8. 04 

75 x  75 9  2. 15 2. 15 64. 40 64. 4: > 102.  !l 26. 20 2. 25 2. 25 2. 84 1. 44 12. 05 12. 05 

75 x  75 12 2. 26 2. 26 '  82. 85 82. 85 128. 7 36. 99 2. 24 2. 24 2. 79 1. 49 15. 81 15. 81 

| 工 業 品 規 格 統 一 調 奈 合 |
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日 本 標 準 規 格

:l: i方商言

準 形

類 別 G 1 5

鋼

頁 3  

寸 2き m m  

断 面 積 軍 量

A  X  B  も
1' 1  1' 2  

m m
2  

kg J m 

80 X  80  6  8.5 4  932. 7 7. 32 

80 X  80 9  8. 5 6  1359 10. 7 

80 X  80 12 8.5 6  1776 13. 9 

90  X  90  7  10 5  1222 9. 59 

90 X  90 J O 10 7  1700 13.3 

90 X  90  13 J O 7  2171 17. 0 

100 X  100 7  19 5  1362 10. 7 

100  X  100 10  10 7  1900 
11491 .9 

100 X  100 13 10 7  2431 

130 X  1110 9  12 6  2274 17. 9 

)30  X  130 12 12 8.5 2976 23. 4 

130 x  130  15 12 8. 5 3675 28. 8  

150 X  150 11 14 7  3200 25. 1 

150 X  150 15 14 10 4274 33. 6 

150 X  150 19  14 10 5338 41. 9  

一
200 X  200 15 17 12 5775 45. 3 

200 X  2')0 2') 17 12 7600 59. 7 

200 x  20:> 25 17 12 9375 73.6 

大正十四年三月計七日決定 | 工 業 品 規 格 統 一 調 日 | 昭和五年十二月一日改訂
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日 本 標 準 規 格

類 別 G1 5

標 準 形 鋼

附 表

頁 4  

主要寸法 m mI軍 心 ノ 位 置 | 慣 性 モ ー メ ン ト α  

C J l l  

間 鴨 半 径 C Ifl 断面係鍛C l l 1

8

A X B  も c x ι y  J X J Y 最JU大 最JV小 llC ly 媛lu大 最)V小 zx zy 

80XBO 6  12. 17 2. 17 53. 83 53. 83 88. 8818. 77 2. 41 2. 41 ! UO 1. 4<l 9. 23 9. 231 

80X80 g  12. 28  2. 28 79. 14 7H. 14 125. 9 32. 34- 2. 41 2. 41 3. 0基1 . 54 13. 8413. 84 

80x80 12 2. 39 2. 39 102. 0 102. 0 158. 6 45. 38 2 4 0  2. 40 2. 99 1. 60 18. 17 18. 17 

90x90 7  I  2. 45 2. 45 88. 70 88. 70 147. 0 30. 37 2. 71 2. 71 3. 長8 1. 58 13. 5壬13. 54

90x90 10 2. 56 2“ 56 124. 7 124. 7 199. 7 49. 81 2. 71 2. 71 3. 43 1. 71 19. 36 19. 36 

9UX90 13 2. 66 2. 66 157. 7 157. 7 246. 7 68. 60 2. 69 2. 69 3. 37 1. 78 24. 8924. 89 

100x100 7  I  2. 70 2. 70 124. 0 12.1. 0  204. 1 43. 84 3. 03 3. 03 3. 89 1. 80 16. 97 16. 97 

10:l x  100 10 2. 81 2. 81 174. 5 174. 5 278. 6 70. 40 3. 03 3. 03 3. 83 1. 92 24. 26 24. 26 

100X100 13 2. 92 2. 82 221. 0  221. 0 346. 0 95. 98 3. 01 3. 01 3. 77 1. 99 31. 19 31. 19 

130 x  130 
g  

3. 51 3. 51 354. 8 354. 8  577. 1 132. 4 3. 96 3. 96 5 .01> 2. 42 37. i l 9 37. 39 

130X130 12 3. 62 3. 62 41) 6.3 466. 3 743. 0 189.  O  3. 96 3. 96 5. 00 2. 52 49. 71 49. 71 

130X130 15 3. 73 3. 73 571. 2  571. 2 896. 7245. 7  3. 94 3. 94 4. 94 2. 59 61. 61 61. 61 

150x150 11 4. 07 4. 07 666. 3 666. 3 1077 249. 7  4. 57 4. 57 5. 82 2. 80 60. 70 60. 70 

150X15:J 15 4. 22 4. 22 889. 0 889. 0 1410 368. 0 長. 56 4. 56 5. 74 2. 93 82. 45 82. 45 

150x150 19 4. 36 4. 36 1098 1098 1715 481. 8  4. 54 4. o4 5. 67 8. 00 103. 3 103. 3 

200X200 15 5. 45 5. 45 2165 2165 

45348475627 3  857. 5 

6. 12 6. 12 7. 75 3. 85 148. 8148. 8 

200x200 20 5. 68 5. 63 2830 2830 1202 6. 10 6. 10 7. 66 3. 98 197. 0 197. 0 

200x200 25 5. 81 5. 81 3449 3449 1536 6. 07 6. 07 7. 56 4. 05 243. 2243. 2 
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J  E  S  日 本 標 準 規 格

額 別 G1 5 I  

標 準 形 鋼

頁 ;-1

.r. 一，.

‘ .，. 

不 等 溢 山 形 鋼

:  It 

a、

rれL目r、，.可

‘RFa P  

主

、

10...... -・........

寸 E在 n日m
断 面 積 重 一 蕊

A  x  B  色
1" 1  T 2  

11、m2
k g J m 

40 x  20 5  5  2  174. 7 12 . 37 

40 X  20 3  5  3. 5 275. 1 . 16 

50 x  35 4  6. 5 3  329. 2 2. 58 

50 x  35 6  6. 5 4. 5  474. 4 3. 72 

60 x  50 5  6. 5 3  530. 2 4. 16 

60 x  50 7  6. 5 4. 5 721. 4  5. 66 

65 X  50 5  6. 5 3  555. 2 1. 36 

65 x  50 7  6. 5 4. 5 756. 4 5. 94 

65 x  50 9  6. 5 4. 5 954. 壬 7. 49 

70 X  60 6  8. 5 4  752. 7 5. 91 

70 X  60 8  8. 5 6  976. 1 7. 66 

70 x  60 10 8. 5 6  1200 9. 42 

75 ):C 50 6  8. 5 4  722. 7 5. 67 

7品 x 50 β  8. 5 6  936. 1 7. 35 

75 x  50 10 8. 5 6  1150 9. 03 

75 x  65 6  8. 5 4  81.2.7 6. 38 

75 x  65 8  8. 5 6  1056 8. 29 

75 x  s5 10 8. 5 6  1300 10. 2 

80 x  60 6  8. 5 4  812. 7 6. 38 

80 x  60 8  8. 5 6  1056 8. 29 

80 x  60 10 8. 5 6  1300 10. 2 

80 x  70 6  8. 5 4  812. 7 6. 85 

80 X  70 9  8. 5 6  1269 !l. !l 6  

80 x  70 12 8. 5 6  1656 13. 0 

90 x  60 e  8. 5 4  872. 7 6. 85 

90 x  60 9  8. 5 6  1269 9. 96 

90 x  60 12 8. 5 6  1656 13. 0 

大 正 十 四 年 三 月 二 十 七 日 決 定 | 工 業 品 規 格 統 一 調 れ | 昭和主年十二月一日改訂
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舎 務

家具工肇展審査舎 11 月 1 日三越に於て開催の第 2

間新 L い家具工霊! l : ! i 主党曾開催につき同舎の委婦により

本愈から村野議吾氏、岡田孝男氏を審査委員に推薦、

優良品の若手査をした。

主 記 舎 2 日於朝日ピル於定例舎を開き軍軍事合

鍵祭事項英の他を援した。

住宅委員曾 2 日2 時於朝日ピル定例曾開催府援

務疎から門脇慈美被官出席、同線依額に係る農村住居

改普問題につき協需要した。

教育委員曾 2 日於朝日ピル竹中工務庖別室錫惨

謹鋳脅曾につき高織、小泉、小西、三諺腕友大和理量破

出席具飽策協議した。超えて 7 日朝日ピルにて 2 時一

7 時趨向上 4 名曾合、最後打合舎をした。

常任理事曾 4 日於分室

英の他を寝耳した。

理事曾鍵事実事項支部問偲

兵軍支部幹事曾 5 日10時から 1 時於支部事務所、

神戸大事、工毅組合。早良、山内、伴幹事、大和潔事

曾合、綴演曾、見事英の他協議した。

理 事 曾 8 日於朝日ピル竹腰曾長外、名、定

例禽開催下院議事報告をした。定款一部宮廷更の件。建

材審査委員舎に関する件。際競員曾開催の件。合自名

簿調製の件。安部に関する件。合員募集の件。号皇曾長

と命令の件。入札制度問題の件。建設業若手続委員の伶。

曾員訟衡、隊報告16件。

日本板ガラス仁川察、三和逆瀬川寮見皐曾

預告の濁り兵庫支部と共催で12日雨中決行した。費電澄

れた雨天にも不拘曾する者 108名仁J I l 祭集合、日本板

ガラス久保事務のがラス界の近況と本祭について股明

と挨拶があり、白木建築産業藤原技術より設計につい

て特にアームパラシスの解俊があって施工銭高f ，J : I の案

内で見態、同批よりガラスケースを各人記念にM布Nさ

れ茶菓の接待を受け第二ョースに向った。 3 時、三和

寮 F ラプハウス} こ到着、三和本陪建築課加藤技師から

筒寮の大要につき、叉須賀工第六路技師より弗繁望書化

施設につき説明後尾崎舎監の見塵注意あり、銀行側、施

工鴻池制、須賀工繁各係の案内で三涯に分れ、延建坪

2 千と云号彪大な濁身室、家鍛室、大集曾室、浴室、炊

事場等見接した。特に弗索の淳イヒ設備は熱心な質問も

あった。終って一同大食堂に集合宿席、三和銀行、鴻

池組、銭高級各iii' l から接待のお心鐙しの特製菓子、ず

し、薬物等の接待を受けた、早良幹事兵庫支部代表、

大和常務潔摩大阪倉野委員曾を代表し夫 A 謝意を遮ベ

三和銀行より手帖‘ 札挟み等記念品を頂き有意義な見

態曾を閉じた。秋時雨漸く晴れた歩道を家絡についた

のは 4 時頃だった。嘗目御案内務準備、鈎l世話になっ

た日本級ガラス曾紅、銭高初、日本建設産業、三和銀

行、鴻池純、須賀工業の御闘係各位に聖母 L 紙上を通じ

重ねて厚〈衡! 趨申上げる。偽商寮については 1 月競誌

上で紹介する殻定。

京都支部瞬事曾 16日6 時より於支部、本川幹事外、

大和獲高野列席餓脅曾N . 洛北見単につき打合曾開いた。

綜合建材部曾 17 日正午於朝日ピ) J . . 、綜合部門、浅

沼舘、新、飯村、清永、問、鹿島、藤木各組より 7 名

建材部10除名出席、大手日返事関曾挨拶後悶部門有益な

意見の開陳があった。最後に青木理幕開曾の置揮を漣ベ

再舎を約 L 2 時解徹、終って建材部曾を開き 3 時間曾

建築按士法委員曾 17日2 時於分室薮中震員外出

席、今次閤舎に提出漁定の土法案並建築事E準港築につ

き橡酎 L た。

建築基準法並に建築士法草案説明曾

19日2 時於建設曾官官、予製而建設省より木曾に諮問を受

けている首題 2 案につ舎今般建設省住宅局内藤採長、

小宮授官、後藤高野動官、三氏の西下を得て隔案の段闘

を綜取し関西側の意見を開陳した。嘗日は本合役員委

員、京阪神聞係各位凡40名出席、井上副曾長司舎の下

に 7 時主主要事心な段明と意見の交換が行はれた。本曾に

ては木月 28日迄? こ意見を緩め除問に際える予安定である

評 議 員 曾 21 日2時於靭目ピル、定例肝機員曾開催

鈴木末尾夜長以下委任朕出席共合喧て44合 法 成 立 滋

案事項下の湿り決算書した。定款一吉 ￟ｾ 艶更の件。宅部長

を民法上の理事より除〈件。役員の任期を 2 年とする

件。 E平務員曾? こ測駁長をl S / : ける件。附則一部制除の件

修恩院友び豊珠院、詩仙堂見事曾

ＲＲ 日京都安部と共催……午前 ＱＱ 時、洛北持仙ｾに集合

見当喜後12時自主規T院で中食をなし書院に集合して亙員藤

原博士より建築につき、京都工事E大感激授、土居; : 9 ( 義

氏より給ｾにつき夫々有盆な筒演があった後間王手図慢

のλ 慾庵茶室、襖絵美他見事。門前で記念撮影!後修摩

院に粛、此l:&にて松井京都支部長外京都側のa参加を合

せて、一行60千号、二宮圧に案内されて院内隅なく奔取し

た。今夏間際宮の景阪と、そのよさを云々する言誕も

ない。いつ舜取しても何一つ見ても只感獄するのー跨

につきている。 8 時牟門前に集合、松井支部長より挨

拶後解散した。他所では見られない本見事の紅繋と風

光はよき土謹となって家族に跨られた事と思はれる。

( 本見聖書は内匠寮の指示もあって申込全員の起草加出来

なかった務昔昔、上より深〈お詑する次第である) 伺京阪

神有志約20名は同タ山縦の卒八で晩餐舎を催し歓談後

大和理事より、京都支部各位に厚〈澱窓を表 L 、訟井

支部長の協曾程度につきー暦の協力方を依萌し 7 時解

散した。

銅犠造講習曾開催 予震債の本鰭脅舎は23目休日 2

時から 6 時記三鶏師及大和理事食合、自主定 3 ケ所N. 各

地支部関 ｅ 誌の事等ｾ殴の飽擦をｾえた後、下之湿り開

催した。

兵庫支部 24日 1 時から 6 時m

於 兵庫揮系建設工業組合にて s加者 90名

京都支部 25日1 時から 6 時迄

於 京 都 商 工 合 議 所 多加者 70名

大 阪 26日1 時一 6 時記

於 大 阪 建 設 曾 館 ｾ加者 ＱＵＰ 名

以上各所共漁期以上の. ! i l E 曾を l改め得た事を関係各位に

謝意を表する。
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東海支部役員曾 28日 1 時から同支部に、玉置支

部長佐藤、染木雨間支部長外、出席、大和常務E電車列席

下貯事項につき協議した。 曾員募集、 3 月鋭曾誌原稿

募集友虞告募集、諮習曾際催、見墜命、名簿開銀協力

支部強度策等

住宅融資法案作成さる

建設、大綴悶省で被害守中の位宅金融公胤霞暦法案はこ

の程成案を得たので通常闇曾に提出することになった

佐宅金融公紅の賛金は50億闘で、一戸蛍り 10麓ー161花

園を貸付けるが、個人15. 仰 O戸分、! ! I 合員13. 000戸 分

事業曾舵住宅用7. 0日0戸分のうち4. 000戸は不燃住宅、

計35. ω0戸を第 1 聞は貸出しするが、 12坪佐宅の建設

賞金闘卒均14 j f . 固となっているので、・不足分の 3 箆 固

乃至 9 箆圃を各自治: 負婚することになっている。

港湾期限は 5 年から 10年、月平均1. 200固から1，300園

となり、利息年 5 分 5 盟。

公阪; の本肢を東京に置き、大阪、綿聞に安舵を置〈。

故武田博士+ 三周忌法養施工

本曾創立蛍時から故片岡先生と共に曾のためあらゆる

方南から協力されィ又刷曾長外租 k の寓貨に就かれて

いた、故武問先生逝かれて早くも 13年の普となったの

でゐる 。此度先生門下の各位j ) ; 主催の fl こ去る 3 日の

休日を矧 L て午前 10時から京都百万透、 F己西園考会別

竪清原援で英の法1 i i が管まれた。種目 lt 御i I 腕並に門

下生友関係方間約50名答加、いとも清楚に L て般織な

傍窃が夜行はれた。本曾からは東畑理事友大和常務E電

車ヵ: 容列焼香。王室に故人の温容を偲ぴ遺慕の念を銑に

冥悶をお航する次第でらる 。

正 員 木村寛ー君の言ト

本曾浬事木村寛一君事( 木村建設株式舎前t従

長) 去る十一月ー仕四日念逝され誠に痛慣に植え

まそん。( 告別式等未定、実現存干・視の漁定〉寂

敢えず謹台いたします。

日 本 建 築 協 曾

密 集 種 目

銅 製 サ ッ シ ユ ・ ド ア ー ・ シ ャ ツ タ ー

オベレーター・伸縮戸・匝祐子・建築金物ー式

製 作 及 修 想 工 場

日本サッシユ株式曾祉

奮名目本テツジユ合資曾祉大阪出張所

大阪市東e l [ 高度織二丁目九番地

電話士宮全堀@299'i ・3079番

紳戸管業 所神戸市主主合 ｭＮｾ草結町三丁目八番地

電 話 元 町 @ 5 4 4 5 番
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建築撃曾長一行との懇談曾

今般日本建築墜曾四図支部浸食式に臨腐の途上西ドさ

れた同曾長一行の来阪を侵食として、下綻之湿り* 曾

側との懇談合を去る10日5 時から高麗繍児島邸で開催

した。型E曾側吉田享二曾長、厳図縛務理著書、毒事国間舎

近後支部長並佐藤密書己長各位、* 曾側竹原倉長、吉田

安三郎監事、中野理事、大和常務理事以上 8 名、爾

曾長を中心に爾曾の提按透度、支部との遁扮友商曾今

後の有方、建築界の展望等書k談、 7 時散曾した。伺12

日四閣支部叡曾式首目、本合より祝電を習 L 将来の滋

践を祈った。

日本建築皐曾援行書籍分頒中

下書官各密穏籍、木曾にて岩子部取揃え分頒中故入用の

方はＪ曾事ｾ所迄申込み下さ ｌ 、。

最近の建築材憲司 220闇

建築物の精設計算 20圏、問解設.30固

鍛筋ヨソグリート調理遁( 計算銭礎・問解読) 20:1園

木精港計算規準・同解段 120圃

将軍造用教材 r ( 一般構遁} 150 

。 1 ( 線治力準・木、銅有事滋・鋼筋ヨソク

リート橋治) 180園

墜 曾 論 文 集 36携 (22年12月) 85囲

37!l!!l (23年 4 月) 150園

後 記

昭和24年媛後の鋭と L て本誌を御怒りします。本年最

後の携を飾るベ〈、曾員各位より来型表建築作品を得

多態掲載出来ま L た事を謝すると共に、掲駿聞の都合

上一部、改訂を加えました事を御諒承下さい。 25年 1

月競よりは新表紙の下、新 L い傍想金貨をなし、何一

麿の飛臓と戦車売を糊すベ〈、荒々準備を進めておりま

す 0' ( 編集子)

建 築 さ 枇 舎

第 3 0輯 第 1 2 競

費 但 1 都60圃( 議事ヰ共)

昭和24年11月25 日印刷・昭惣24年12月 1 日D行

締築後行人 戸 J  11 5.ム

『止圏

忍 行 所 法人日本建築協曾

大阪市北置中ノ鳥3ノ3朝日 ピル

電話{ 土佐燭 @1836 ・3E31番

i北 演 ⑧1334 - 9 番

援 替 口 趨 大 阪 3 9 9 7 5 番

大阪市西区rr 戸沼上通二丁目

印 刷 議 井 津 英 誇

大阪市西区江戸郷土週二丁目

株 式 含 紅 大 洋 枇



曾
島

ロ

舎員名簿義行橡告

名簿の調繋護行は各舎とも維事中の維事とされています が、本 舎は殺後一般のイ砲を薗るため逸平

〈拙速主義で建築{ 理事をとして強行しましfこ。 l かし営時は紙材の入手般の上、祉合情勢色混沌Tこる

中で色あり印刷も京音11'と云う悪d条件で明か獄期に反しに出来柴えでありました。此の度は一般の要

望に熔えて合員名簿に加えて復興途上にある土建界関係、建材関係の案内欄を投i 1 1こ純名簿でァ唐

その用途に f砲する許裂を立てましfこ。

調整内容は償ね下記の要項で費行は明苦手三月末日を期 しております a

前1ま各舎とも名簿は殆んさ' 宥料配布ですが、本合は禽殺を排し現下の財政殺を克服しさを噂合 員 に無

料配布する計i I l : です。イB し包摂、送料. :.車信代として一部￥40図内外の負擦を願う事。

就い.ては本銃掃入の私製 ばがきに所定事項御記入の 上折返 し御知らせ下さい。術1ま業者袋内欄の

申込に格別の御協力と御援助を御願い致します。

昭和25年版 日本建築協曾曾員名 簿 謹 行 計 蜜

(  1  ) 編 集 内 容

定款、支部規程、各役員、委員 、幹事、職員名簿。

1 鏡、 2 競 E 合員 、地方合員 . 准合員、氏名、出身校、勤務先、職名 住所。

建築科設置皐校名、建築 関係官瞬、市、鹿程名及び部局課長氏名。

(  2  )  大きさ 穏裁等 A 5 1沢、但し 6 説又は 9 ボ、l ' J y 横組、埼紙克上紙、約250頁程度。

(  3  )  頒 布 方 法 会合員、買合主に一部に限り無料配布。但し包紙、法料 、通信代としで

一部につき￥ 40関内外を負携願う。

(  4  ) 責 憤 合員一部以上入 用のときは一部につき 150回、合員外一部200図。

(  5  ) 設 行 期 日 昭和廿五年三月末日の汲定。

(  6  )  案 内 欄 掲 載 料 見来一小間切O圏 の割 、原稿と同時に料金梯込みの事。但し原稿は文字の

みに願う事。マーク外主主真凸版は若干の特別頁以外はお断りの事。 4} 業極別、支部別に五十音順

とする。申込締切昭和廿五年二月十五日迄一小聞につき名簿一部の劉で総塁。

(  7  )  組見本( 以下全部出来上り寸法と同じ)

〔合員名簿〕

「玉一一名 Ｏ ｾ主主 ーｼ 勤務先一ｼ 住 所

l幅 四 松 五 郎 l東 京 大 感 l大問所住宅摂| 大阪 市 北 一5丁 目 州 諸 土 佐 欄892

一 頁 凡 そ 三 十 行 の 予震 定

( 建築業者案内〕

活 名 所 在 地 旬E 話

l 本 間 ・東京都中央区銀座西 3 丁目 1 I 九段 {;;12

東 洋 建 設 株 式 合 社 !

|支! 苫、出張所 大阪・名古屋・博多

〔建築材料、附帯工事関係其の他業者案内〕

底 名 /_ ! ! 一望旦_ l ! _/ 所 在 地 直 一 一 塁

スν ート、瓦、防水| 本商・天阪市東闘晴3丁目22/ 北浅 3151- 2

朝 日 建 材 株 式 合 紅 |量産ia警生、暖房| |  

一 般 建 築 制|問 ・ 押Jl 生図区元関JI元町 0123ー岳

但し支底‘ 出張所、取扱品等詳記を御希望はー紅 につき三小閉まで申込まれたし。 以 上

l社図法人 日 本 建 築 協 曾

L  



奮 員 募 集 に つ い て

本委員合1 : 1ま講演合、見翠会「等を侮し倉員相五の親睦を計ると共にその向上に努めて居ります

が、一面傍桜と共に合勢の設置ーを期し? こい念願であ b ます。今般会・員名簿調製に伴い合員倍加運動

に法 手 して居ります。

就きまじでは此の襟脅員幸子位御一名につき新入富者ー名を本年キ末迄に是非御紹介下さるよう御

協力伺援助方仰願い致します 。

道而、入合金，100閥、合授月 80回、但し大阪、和紙山及び各支部に漉せない合費は月 64囲『の割。

準合員は地域を不問、入合金50圏、合費月 50困の割。

術 2 披正合員即ち舎祉、商J届等は入合金不安、合費年額一口に つ き1，0.00固

申 込 所

( 大阪事 務所) 大阪中之Ｎｩｾ［朝日ピ ｊ レｾ友市内東区天神掲建設禽館内衣食事務所

Ｈ和 ｻｦｊ ｾ 山事ｾ所Ｉ 和政山市三木町南之町J Ｉ宅村建築事ｾ所内

( 京 都 支 部 ) 京都市中京亙爽川遜河原町東入京都支部( 京都、滋賀廊下)

( 兵 庫 安 部 ) 紳戸市生田区然隠町4.5 大輿 ピル 1階竹中工務白神戸支胞内( 兵庫際下)

( 東 潟 支 部 ) 名古屋市中自主祭町土木建対協合内Ｈｾ知 、 岐阜 、三 重廊下 Ｉ

( 中 関 支 部 ) 炭阜市民泰寺町 ゴ阻建曾館内〈山口、成海、岡山、怠浪、鳥寂i孫下)

( 九 州 支 部 ) 稲岡市ｾ浸透六丁目 建設命館内( 九州一回)

ザ、，Ｎ‘Ｇ、，‘Ｇ・・噌 ν 、，、同Ｇ“也、ｾＮ内切崎，、俳ｾ ..... ‘Ｇ‘ａ ・‘Ｇ、《制‘ ､也仰 ｶＮ ‘州、角Ｍ、ＢＢ、 ｰ ‘角 ν 、刊、ｾ、 ... ‘ J 、内・‘ ，、，、‘・‘ w、... 角.. 

建材審査委員会設霊の件 〈篠めに臨じて一般資材の審査を始めましt : )

建材の審奈については 本命多，年懸案中のものでありま したが、今般之を lt 施する事と し 下 記 規 程

に基き新設の建材審査委員合が賀行に渚手する事となりま した。復興途上に於りる建材並に斯界の

向上褒遼のため大方の斜! 支援を賜り 7こいと存 'じます。

が ｎ ま優良品 ・ Ｑ こＥｾじては希望により本舎に於て優良詮明容を蛮行します。関係各位は買〈存 ｩｪｴ 宣俸の

上受答申込の斡旋につとめられ哨本目的建成に協力されん事を御願します。

〈混程。申込磐御入用の持は本曾事務局へ街!知 らぜを乞う。〉

建 材 審 査 委 員 曾 規 程

1 . 本委員舎は一般建築資材の読1f . 、研究、試験等をな し審奈の結果良否を認定し以て斯界の向上褒

遼を困る.ことを目的とする 。

2.本審安を受りょう k する者は一件毎に所定の申込智に別に定める審夜1舎援を添へ現品其の他本合

が指定する資料を抗出する。

3. 恭脊の: 方法は依担者より説明を蕗取し調査、研究安は必要に憾じた試験分析等をする。

Ｔ Ｎ 本委員舎の意見は会ｾ員 Ｓ 分の Ｒ ＮＡ［Ｑ Ｎ 上を以て決する。

5. 容斉の結果、俊民品に到しては一件集に別に定める調奈費用を申し受 lrJ 侵良詮明饗を遊行する。

兵の他の色のに‘到し- ては意見を附りて 申込書に通知する 。

G. 俊良詮明容を接行し? こ場合は建築と世話取に掲殺する外諸官臨、設tt 関係者に周知につとめ向ほ遁

嘗の方法で宣惇する。

7. 優良設明智に到する資任は審奈委員舎に提出され? こ現品について負 うものでみる。

8. 優良詮明・哲は護花田より一ヶ年寄到とする。

9. ヰ; 詮明脅を不正に私用された受信剣明し? 二時は直に政治、の通知を夜すると共に一般に公安する。

10. 1 i ' f 納の命受共の他は如何なる‘: 場合でる返渓しない。

11 .末現程の改I震は理事合で定める p

12 :木規程は昭和24年10月 i 臼より賓施する。 以 上
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